
22.通院治療センター

“通院治療センター”の対象患者は外来で化学療法を受ける患者であり、ベッド数は 12床で運用し

ている。主な利用者は悪性腫瘍で薬物療法を受ける患者、関節リウマチや炎症性腸疾患等で生物学的

製剤を使用する患者である。

年々対象となる薬剤が増え、利用患者数は増加傾向である。治療内容に関しては、悪性腫瘍に対す

る従来の殺細胞性抗がん薬や分子標的治療薬に加え、新規の作用機序を有する免疫チェックポイント

阻害薬が保険承認され適応疾患も拡大傾向であり、治療の高度化・専門化が進んでいる現状である。

1．述べ件数

総件数  3,080 件（前年度 2,724 件）

①化学療法（悪性腫瘍） 2,953 件（前年度 2,588 件）

②生物学的製剤       127 件（前年度  136 件）
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2．実質患者数

実質患者数 288 名（前年度 243 名）

  ①化学療法（悪性腫瘍） 271 名（前年度 221 名）

  ②生物学的製剤     17 名（前年度 22 名）

【科別患者数】
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②生物学的製剤

整形外科
消化器

内科

膠原病

内科
計

7 6 4 17



3．疾患（部位）別 実質患者数

①化学療法（悪性腫瘍）

②生物学的製剤

疾患 関節リウマチ 潰瘍性大腸炎 クローン 計

患者数 11 5 1 17

4．今年度の振り返り

当院は湖東医療圏のがん診療連携拠点病院であり、この地域のがん診療において果たすべき役割は大

きい。エビデンスに基づいたがん診療を提供する役割を担っており、新規殺細胞性抗がん薬・分子標的

治療薬・免疫チェックポイント阻害薬など最先端の治療を当センターでは行っている。

治療が高度化・専門化している中で患者数は増加の傾向にあり、安全で最適な治療を提供するために

チーム医療は欠かせないものとなっている。医師・看護師・薬剤師・管理栄養士・検査技師・ソーシャ

ルワーカー等の多職種が連携して取り組み、全患者が専門的な治療を安心して外来で継続できることを

目標に、患者の立場に立った真心のこもった治療を提供していきたいと考える。
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